
実践者と研究者をつなぐ、日精看の新たな試み
共同研究者として研
究デザインから論文
の受理まで継続的に
貢献

倫理審査、論文の検
索、研究に必要な機
器やソフトウェア等
の提供をする

研究経験と実績があり
修士号以上の学位を有する会員

研究者

対等な立場で研究を相互補完します

共同研究者として、
研究の場（フィール
ド）を共有し、調査
や介入を行う

研究に取り組みたいけど
研究経験が少なくて不安な会員

実践者

臨床に即した疑問、
最新の課題について
の情報を提供する

MATCH!

日精看会員
の

共同研究
マッチング

日精看発



実践者
④要望内容の確認・検討

①マナブルよりマッチングリストの入力

③電話・メールなどで連絡

⑤研究計画の確認
⑥オーサーシップの確認

報告

⑧研究終了⑦研究

研究者

日精看本部

マッチングでの研究を行う場合、
所属施設で定められている必要な
手順を踏んだ上で研究を開始する

※日精看の学術集会で発表

②マッチングリストの閲覧

まずはマナブルに日精看会員として利用登録

マナブルにログインしたら研修会名で
『共同研究マッチング』で検索してクリック

利用方法については、研修会名『共同研究マッチ
ング』のページ内より「開催概要」をご覧ください
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共同研究マッチングを利用するには？ ※研究者一覧は個人情報です。取り扱いには十分注意してください。

ページ下の「申込み」を押して申し込み入力を完了し
てください

ここに「共同研究マッチング」と入力

まずは会員登録してログイン

manaable（マナブル）画面

ここをクリック！

日精看では、現場での看護実践の質向上に資する看護研究の実施ができるよう日精看の会員同士の「共同
研究マッチング」を実施します！
研究の経験が少なくて不安な会員（以下、実践者）と、実践者と一緒に研究活動を行いたい大学教員などの
会員（以下、研究者）とが出会う場を提供します。実践者と研究者がマッチしたら（合意形成できたら）対等
な立場で共同研究を行うことができます。
共同研究マッチングによって、現場に則した目的の研究を倫理的配慮がなされた状況で実施し、その成果を
学術集会で発表することにより社会に還元することができます。
是非皆様にご参加いただきたいと思います！

マッチングの流れ

①のマッチングリストは下記のような内容でマナブルにて会員に限定公開し、研究者の方々に登録していただく予
定です。そのリストを見て、実践者は一緒に研究したい研究者に連絡し、合意形成ができれば共同研究がスター
トする仕組みです。

氏名

日精看　太郎

日精看　花子

所属

○○病院

○○大学

学位・資格

博士（看護学）

修士（看護学）
精神看護専門看護師

共同したいテーマ
認知行動療法
SST
精神科看護の倫理
リエゾンコンサルテーション

可能な研究方法

量的研究

質的研究

連絡先

XX@yy.or.jp

YY@xx.co.jp


